
　
敬
宇
日
乗
』
に
お
け
る
中
村
敬
宇
と
井
上
圓
了

小
泉
仰

誉
合
決
ミ
～
9
ミ
ミ

　
国
会
図
書
館
分
院
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
中
村
敬
宇
自
筆
の
日
記
『
敬
宇
日
乗
』
の
中
に
、
敬
宇
は
東
京
大
学
に
お
い
て
井
上
圓
了

に
漢
学
を
教
え
て
い
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
私
は
本
小
論
に
お
い
て
『
敬
宇
日
乗
』
の
中
で
記
述
さ
れ
た
東
京
大
学
に
お
い
て

教
授
と
学
生
と
し
て
出
会
っ
た
中
村
敬
宇
と
井
上
圓
了
と
の
交
わ
り
を
以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
中
村
敬
宇
は
几
帳
面
な
人
物
で
割
合
清
書
に
近
い
漢
文
か
書
き
下
し
文
で
日
記
を
書
い
て
い
る
が
、
と
き
ど
き
判
読
し
に
く
い
文

字
で
記
し
た
部
分
も
あ
り
、
以
下
、
筆
者
が
判
読
し
た
限
り
で
敬
宇
が
書
い
た
記
事
を
材
料
に
し
て
、
敬
宇
と
圓
了
の
間
に
ど
の
よ

う
な
交
わ
り
が
あ
っ
た
か
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　
中
村
敬
宇
は
、
二
条
城
交
番
同
心
中
村
武
兵
衛
重
一
の
長
男
と
し
て
天
保
三
年
二
八
三
二
江
戸
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
釧
太
郎

と
い
い
、
後
に
敬
輔
、
誰
を
正
直
、
敬
宇
と
号
し
た
。
幼
い
時
か
ら
漢
学
を
学
び
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
昌
平
坂
学
問
所
に
入

り
、
当
時
の
学
問
所
の
御
儒
者
で
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
に
学
ん
で
朱
子
学
の
造
詣
を
深
め
、
ま
た
陽
朱
陰
明
（
↓
と
も
言
わ
れ
た
佐
藤

一
斎
の
影
響
の
せ
い
か
陽
明
学
に
も
関
心
を
深
め
て
い
た
。
さ
ら
に
密
か
に
蘭
学
、
英
学
を
も
学
ん
だ
と
言
う
。
安
政
二
年
二
八

五
五
）
学
問
所
教
授
方
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
時
甲
府
の
徽
典
館
学
頭
と
し
て
甲
府
に
赴
任
し
た
後
、
江
戸
に
戻
っ
て
御
儒
者
勤
向

見
習
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
文
久
二
年
二
八
六
二
）
、
三
十
一
歳
の
若
さ
で
昌
平
坂
学
問
所
の
御
儒
者
と
な
り
、
名
実
と
も
に
江
戸
末

55　「敬宇日乗」における中村敬宇と井上圓了



期
の
朱
子
学
者
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
が
安
政
元
年
、
二
十
三
歳
の
と
き
書
い
た
「
洋
学
の
禁
よ
ろ
し
く
除
く
べ
し
（
2
）
」
と
い
う
小
論
で
「
天
地
人
に
通
ず
、
こ
れ

を
儒
と
い
う
、
外
蛮
の
事
を
譜
る
し
、
外
蛮
の
情
を
審
ら
か
に
す
る
は
、
み
な
学
者
の
分
内
の
こ
と
に
し
て
、
ま
さ
に
な
す
べ
き
の

事
な
り
」
と
主
張
し
た
。
徳
川
幕
府
に
英
国
留
学
生
派
遣
の
企
て
が
あ
っ
た
と
き
、
彼
は
文
法
の
学
、
論
理
の
学
、
人
倫
の
学
、
政

事
の
学
、
律
法
の
学
を
西
洋
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
を
主
張
し
て
、
川
路
太
郎
と
共
に
留
学
生
十
二
名
を
連
れ
て
、
留
学

生
取
締
役
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
、
慶
雁
二
年
二
八
六
六
）
十
二
月
か
ら
明
治
元
年
二
八
六
八
）
四
月
ま
で
英
学
を
学
ん

だ
。
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
が
世
界
最
大
に
し
て
最
強
の
英
国
の
政
治
経
済
．
軍
事
．
文
化
の
興
隆
の
根
幹
に
な
っ
て
い
る
と
見
た
の

で
あ
る
。

　
帰
国
後
、
幕
府
の
崩
壊
の
た
め
に
静
岡
に
移
住
し
て
静
岡
学
問
所
教
授
を
勤
め
た
が
、
こ
こ
で
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
の
す
x
め
』

と
並
び
称
さ
れ
る
当
時
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
サ
ム
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
著
『
西
国
立
志
編
』
の
翻
訳
を
行
い
、
明
治
四
年

に
出
版
し
た
。
さ
ら
に
J
・
S
こ
・
、
ル
の
『
自
由
之
理
』
を
明
治
五
年
に
翻
訳
出
版
し
て
、
明
治
初
期
に
西
洋
文
明
の
精
神
．
思
想

の
一
側
面
を
導
入
し
て
新
し
い
潮
流
を
作
り
上
げ
る
指
導
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

　
明
治
五
年
に
明
治
政
府
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
文
部
省
翻
訳
御
用
を
勤
め
た
。
東
京
に
出
る
と
共
に
、
江
戸
川
沿
い
の
大
曲
に
居
を

定
め
た
。
明
治
六
年
に
森
有
礼
、
福
沢
諭
吉
、
西
村
茂
樹
、
西
周
、
杉
亨
二
、
加
藤
弘
之
ら
と
協
議
し
て
、
日
本
初
の
学
会
と
言
う

べ
き
明
六
社
を
明
治
七
年
に
正
式
に
発
足
さ
せ
て
、
日
本
の
学
問
の
基
礎
を
造
る
役
割
を
果
た
し
た
一
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
明
治
六
年
二
月
、
自
宅
の
一
部
を
開
放
し
て
私
塾
「
同
人
社
」
を
創
立
し
、
明
治
の
青
年
男
女
の
教
育
に
専
念
し
た
。
同
人
社
は

慶
雁
義
塾
と
攻
玉
社
と
合
わ
せ
て
当
時
の
三
大
私
塾
と
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
敬
宇
は
訓
盲
院
の
建
設
に
も
尽
力
し
た
人

物
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
中
村
敬
宇
が
東
京
大
学
で
教
え
始
め
た
の
は
、
明
治
十
年
二
八
七
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
が
四
十
六
歳
の
時
で

東
京
大
学
文
学
部
嘱
託
と
い
う
身
分
を
与
え
ら
れ
た
。
次
い
で
明
治
十
四
年
八
月
十
　
日
に
東
京
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
漢
学
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
十
五
年
五
月
に
は
東
京
大
学
古
典
講
習
科
が
設
置
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
こ
で
漢
学
科
授
業
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
明
治
十
七
年
九
月
六
日
、
敬
宇
が
五
十
三
歳
の
と
き
、
同
大
学
の
勅
任
教
授
と
な
り
、
明
治
十
九
年
二
月
、
東
京
大
学
教

授
か
ら
元
老
員
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
大
学
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
ま
で
敬
宇
は
大
学
で
漢
学
を
教
授
し
て
い
た
。
明
治
二
十
一
年

文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
、
翌
年
に
は
女
子
高
等
師
範
学
校
長
と
な
り
、
同
年
貴
族
院
議
員
に
勅
撰
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
四
年
六

月
七
日
長
逝
し
た
〔
3
）
。

　
一
方
、
井
上
圓
了
は
、
明
治
十
四
年
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
明
治
十
七
年
二
八
八
四
）
に
「
哲
学
会
」
を
創

設
し
て
学
会
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
明
治
十
八
年
七
月
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
て
十
月
に
文
学
士
の
称
号
を
得
て
い
る
。
そ
こ
で
中

村
敬
宇
と
井
上
圓
了
が
東
京
大
学
で
交
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
か
ら
明
治
十
八
年
ま
で
で
あ
る
が
、
『
敬
宇
日

乗
』
に
記
載
さ
れ
た
二
人
の
関
係
は
、
も
っ
と
短
い
。
彼
ら
の
関
係
を
見
る
前
に
、
ま
ず
私
が
見
た
『
敬
宇
日
乗
』
を
簡
単
に
触
れ

て
お
き
た
い
。

　
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
敬
宇
日
乗
』
は
、
『
敬
宇
日
乗
一
　
明
治
九
年
』
、
『
敬
宇
日
乗
二
　
明
治
十
五
年
・
十
六
年
ま

で
』
、
さ
ら
に
『
敬
宇
日
乗
三
　
明
治
十
五
年
日
乗
　
七
月
二
十
四
日
よ
り
十
六
年
一
月
二
至
ル
』
、
『
敬
宇
日
乗
四
　
明
治
十
八
年

日
乗
』
、
『
敬
宇
日
乗
五
　
明
治
十
九
年
日
録
』
、
『
敬
宇
日
乗
六
　
明
治
二
十
年
日
録
』
、
『
敬
宇
日
乗
七
　
明
治
二
十
一
年
日
記
』
、

及
び
『
敬
宇
日
乗
八
　
明
治
十
七
年
九
月
六
日
ヨ
リ
』
の
八
冊
で
あ
る
。
最
後
の
『
敬
宇
日
乗
八
』
は
明
治
十
七
年
で
あ
る
か
ら
、

本
来
時
間
的
に
言
え
ば
『
敬
宇
日
乗
四
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
自
筆
本
で
は
上
記
の
よ
う
な
表
記
に
な
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っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
敬
宇
日
乗
』
に
井
上
圓
了
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
明
治
十
七
年
と
明
治
十
八
年
の
日
乗
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
明
治
十
七
年
の
『
敬
宇
日
乗
』
の
中
か
ら
敬
宇
が
東
京
大
学
に
出
勤
乃
至
欠
勤
し
た
事
情
を
記
述
し
た
と
こ
ろ
と
、
井
上
圓

了
の
名
前
が
出
て
く
る
箇
所
を
以
下
に
抜
き
書
き
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
但
し
『
敬
宇
日
乗
』
で
は
「
井
上
円
了
」
と
略
記
さ

れ
て
い
る
。
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『
敬
宇
B
乗
八
』

明
治
十
七
年
甲
申

　
　
九
月
六
日

火月土金木水
　
　
　
　
　
天
晴
　
今
日
午
前
十
時
礼
服
着
用
　
太
政
官
二
出
所
致
候
処
　
勅
任
二
被
進
　
自
今
年
俸
千
八
百
円
下
賜
候

　
　
　
　
　
旨
拝
命
ス

九
月
十
日
　
大
学
二
出
所
ス
試
験
品
等
を
定
む
（
4
）

十
五
日
　
　
大
学
二
出
勤
ス
漢
書
課
第
六
級
生
二
十
一
名
出
席
ス
下
読
二
新
帰
ニ
テ
未
為
向
多
キ
外
二
見
受
ル
ニ
付
休
ム

十
六
日
　
　
大
学
二
出
勤
ス

　
　
　
　
＊
井
上
円
了
ソ
ノ
親
病
ア
ル
由
ニ
テ
未
ダ
帰
校
セ
ズ
、
故
二
休
ム
（
5
）

十
七
日
　
　
大
学
二
出
勤
ス
易
坤
ノ
文
言
ス
ム
　
論
語
ハ
書
物
ヲ
未
二
受
取
一
モ
ノ
ア
ル
ニ
由
リ
休
ム

十
八
日
　
　
大
学
二
至
ル
　
孟
子
輪
講
第
一
期
生
始
マ
ル

十
九
日
　
　
大
学
二
至
ル
　
論
語
孟
子
輪
講

二
十
日
　
　
大
学
二
至
ル
　
易
輪
講



月
　
二
十
二
日

水
　
二
十
四
日

木
　
二
十
五
日

金
　
二
十
六
日

月
　
二
十
九
日

　
　
三
十
日

十
七
年
十
月

一
日
　
水

二
日
　
木

土
　
三
日

六
日
　
月

七
日
　
火

水
　
九
日

十
日

大
学
二
出
ル
　
易
論
語

大
学
　
易
論
孟
　
此
日
重
野
君
大
学
教
授
二
兼
任

大
学
　
孟
子

大
学
　
論
語
孟
子

大
学
御
用
召
ニ
テ
太
政
官
二
参
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
位

　
　
叙
正
五
位
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
正
直

ソ
レ
ヨ
リ
大
学
二
出
ル
午
後
二
時
ヨ
リ
集
議
ア
ル
由
ノ
処
差
掛
リ
所
労
ニ
テ
断
ヲ
出
ス

　
　
　
　
　
　
タ
ン

大
学
　
易
　
泰
象
伝
　
論
語
　
南
宮
括

大
学
　
孟
子
牽
牛
章

一
時
夢
覚
テ
　
大
学
ヨ
リ
帰
リ
本
傳
寺
二
参
詣
ス

大
学
　
易
　
同
人
大
有
　
象
象

大
学
二
出
勤
ス
　
易
　
謙
豫
　
象
象
傳
　
論
語
桓
公
公
子
糾

大
学
出
勤
ス
　
易
論
語
孟
子
輪
講
　
交
隣
国
章

大
学
二
出
勤
　
孟
子
輪
講

今
日
ヨ
リ
十
三
日
マ
デ
向
四
日
ノ
間
所
労
不
参
届
差
出
ス
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十
四
日
　
　
　
＊
大
学
　
井
上
円
了
課
乾
卦

十
六
日
　
　
　
　
大
学
　
孟
子

十
八
日
　
　
　
　
大
学
出
勤
　
易

二
十
五
日
　
　
　
大
学
卒
業
式

月
　
二
十
日
　
　
大
学
　
易
　
論
語

火
　
二
十
一
日
　
大
学
　
支
那
哲
学

水
　
二
十
二
日
　
大
学
　
易
論
語
孟
子

　
　
二
十
三
日
　
大
学
出
勤
　
孟
子
輪
講

　
　
二
十
五
日
　
十
時
十
分
マ
デ
ニ
大
学
二
参
ル
　
大
学
に
位
授
与
式
二
出
ル

　
　
ニ
十
七
日
　
大
学
二
出
勤
ス
　
易
論
語

火
二
十
八
日
＊
大
学
二
出
勤
ス
井
上
円
了
ノ
易
課

水
　
二
十
九
日
　
今
日
ヨ
リ
向
三
日
ケ
間
所
労
二
付
不
参
届
ヲ
大
学
二
出
ス

十
一
月
四
日
　
＊
大
学
　
井
上
円
了
課

十
一
月
五
日
　
　
大
学
　
易
上
経
　
象
象
ス
ム
　
論
語
三
ス
ム
　
孟
子
　
ス
ム

　
　
　
六
日
　
　
大
学
　
孟
子
輪
講

　
　
　
八
日
　
　
大
学
　
易
　
威
　
恒

　
　
　
十
日
　
　
大
学
　
易

　
　
　
十
一
日
＊
井
上
円
了
訟
比
易
課
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十
二
日
　
今
十
二
日
ヨ
リ
来
ル
十
五
日
迄
病
気
引

十
七
日
　
今
日
法
律
学
ヲ
開
講

十
八
日
＊
大
学
二
出
勤
ス
　
第
四
年
生
井
上
氏
ノ
課
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ

十
九
日
大
学
易
象
象
家
人
腰
卦

二
十
日
　
大
学
　
孟
子
課

　
　
　
二
十
一
日

　
　
　
二
十
二
日

　
　
　
二
十
四
日

　
　
　
二
十
六
日

　
　
　
二
十
八
日

　
　
　
二
十
九
日

十
二
月
一
日九八五四三二

日日日日日日
　
　
大
学
孟
子
課

　
　
大
学
第
六
期
生
　
小
試
験
為
休

　
　
大
学
出
勤
ス

　
　
論
語
小
試
験

　
　
大
学
第
一
期
生
試
験

　
　
大
学
小
試
験
二
付
休

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン

　
　
大
学
　
易
　
塞
　
解
象
象
　
論
語
顔
淵
問
為
邦
以
下
数
章

　
＊
大
学
　
井
上
円
了
　
易
小
蓄
　
象
象

　
　
大
学
二
出
勤
　
孟
子
　
以
力
仮
仁
之
覇

　
　
大
学
二
出
勤
　
孟
子
　
人
皆
有
不
忍
人
之
心

　
　
微
志
　
大
学
二
今
日
明
日
不
参
届
ヲ
差
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

　
　
大
学
　
央
　
垢
象
象

＊
大
学
　
井
上
円
了
　
履
泰
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十
日

十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
日

　
　
　
二
十
二
日

　
　
　
二
十
四
日

『
敬
宇
日
乗
四
』

明
治
十
八
年

一
月
　
十
二
日

　
　
　
二
十
五
日

　
　
　
三
十
一
日

二
月
　
二
日

　
大
学
　
四
時
間

　
大
学
孟
子
輪
講

　
大
学
論
語
孟
子
輪
講
出
席

土
曜
　
大
学
　
易
　
困
　
井
　
象
象

　
是
日
気
力
不
健
頭
重
故
不
至
大
学
及
学
士
院

＊
井
上
円
了
試
験

水
　
大
学

木
　
大
学

金
　
大
学
　
青
山
氏
ノ
試
験

暁
読
信
解
品
　
是
日
不
労
断
ヲ
大
学
二
出
ス

　
　
大
学
出
勤

　
大
学
出
勤
　
生
徒
ノ
文
ヲ
鮎
刑
ス

大
学
　
繋
辞
博

大
学
　
天
一
地
二

大
学
大
学
　
易
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三
月

三
月

二
十
日
　
　
大
学

　
　
　
　
　
是
日
哲
学
会
二
出
ル
「
我
ハ
造
物
主
ア
ル
事
ヲ
信
ズ
」
ヲ
演
説
ス

ニ
十
一
日
　
大
学

一
日

　
　
　
申
報
　
明
治
十
六
年
九
月
ヨ
リ
同
十
七
年
七
月
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
教
授
　
中
村
正
直

　
　
　
和
漢
文
学
第
四
年
生
二
属
ス
ル
分

　
　
　
　
コ
ノ
学
年
二
於
テ
和
漢
文
学
第
四
年
生
棚
橋
一
郎
二
教
課
ヲ
授
ケ
用
フ
ル
所
ノ
書
ハ
詩
経
老
子
列
子
ナ
リ
ソ

　
　
　
ノ
進
歩
著
シ
ク
余
ヲ
シ
テ
満
足
ナ
サ
シ
メ
タ
リ
卒
業
論
文
ハ
進
化
論
ナ
リ
カ
ク
ノ
如
キ
文
ハ
漢
洋
ヲ
兼
学
ス
ル

　
　
　
生
徒
二
非
レ
バ
作
ル
能
ハ
ザ
ル
ヲ
知
リ
大
二
望
ヲ
将
来
二
属
ス
ル
ニ
足
ル

　
　
　
漢
書
課
二
属
ス
ル
分

　
　
　
　
コ
ノ
時
限
ノ
間
第
六
期
生
二
余
ガ
課
ス
ル
所
ノ
書
ハ
易
経
論
語
ナ
リ
〈
其
間
二
文
章
ヲ
作
ラ
シ
ム
諸
生
徒
ハ

　
　
　
端
正
勤
勉
ニ
シ
テ
コ
ノ
課
ヲ
設
ケ
ラ
レ
シ
〉
十
六
月
｛
年
？
｝
九
月
ヨ
リ
新
募
〈
生
徒
〉
第
一
期
二
余
ガ
課
ス

　
　
　
ル
所
ノ
書
ハ
孟
子
ナ
リ
コ
ノ
ニ
種
ノ
生
徒
何
レ
モ
皆
勤
勉
ニ
シ
テ
怠
ラ
ズ
故
二
〈
善
ク
問
難
ス
ル
ガ
余
ヲ
シ
テ

　
　
　
十
分
二
準
備
ヲ
為
サ
ザ
レ
バ
教
場
二
出
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ラ
シ
メ
リ
〉
余
ヲ
シ
テ
問
難
ノ
間
二
益
ヲ
得
ル
事
ヲ
覚

　
　
　
ヘ
シ
メ
タ
リ
（
6
）

二
日
　
＊
月
曜
日
　
明
日
火
曜
日
ヨ
リ
井
上
円
了
ハ
易
ノ
課
業
ヲ
止
メ
卒
業
論
文
ノ
支
度
二
従
事
ス
ト
テ
コ
ノ
前
火
曜

　
　
　
　
日
二
断
リ
ヲ
申
出
ル
ニ
付
為
念
教
務
課
二
申
シ
置
ク
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日土月日土土金木水火

四
日

五
日

六
日

七
日

八
日

九
日

十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

二
十
一

大
学
出
勤

大
学
出
勤

大
学
出
勤
　
試
験
委
員
申
合
二
付
文
部
省
二
出
ル

大
学
出
勤

問
題
ヲ
考
フ

大
学
　
易
繋
辞
下
　
九
卦
　
論
語
子
張
ニ
カ
カ
ル

大
学
　
易
論
孟
三
課

大
学
　
論
語
第
一
期
　
放
於
利
多
怨
（
7
）

大
学
大
学
　
易
繋
辞
下
伝
ス
ム

　
　
　
日
大
学
第
一
期
生
試
験

二
十
二
日
　
朝
血
ヲ
吐
ク
池
田
謙
斎
ヲ
タ
ノ
ム

ニ
十
三
日
　
八
百
吉
大
学
ト
文
部
省
二
往
キ
出
勤
ノ
事
ヲ
タ
ノ
ム

ニ
十
四
日
　
来
ル
三
十
日
迄
所
労
届
ヲ
出
ス

三
十
一
日
　
大
学
二
追
テ
又
来
月
七
日
迄
不
参
届
ヲ
出
ス
…

　
　
　
　
＊
教
務
掛
二
井
上
円
了
ノ
点
数
ヲ
ヤ
ル

火
　
　
四
月
七
日
診
断
書
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月月　土金　水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
五
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
正
直

　
　
　
右
ハ
喀
血
症
二
罹
リ
引
キ
籠
リ
療
養
寛
容
之
段
致
診
断
候
也

　
　
　
　
明
治
十
八
年
四
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
謙
斎
　
印

四
月
八
日
　
今
日
大
学
二
引
籠
届
診
断
書
ヲ
差
出
ス
　
庶
務
課
二
出
テ
添
へ
引
籠
制
限
ハ
本
月
一
パ
イ
ノ
見
込
ノ
事
ヲ

　
　
　
　
　
イ
ヒ
ヤ
ル

五
月
一
日
　
今
日
病
後
始
テ
出
勤
ス
　
論
語
孟
子
輪
講

　
　
二
日
　
易
説
卦
伝

　
　
六
日
　
今
日
ヨ
リ
九
日
迄
所
労
届
ヲ
大
学
へ
差
出
ス

　
十
一
日
　
大
学
出
勤
　
易
　
説
卦

　
十
八
日
　
大
学
二
今
日
不
参
届
出
ス

　
ニ
十
日
　
大
学

　
二
十
一
日
　
大
学

　
二
十
二
日
　
大
学

　
二
十
三
日
　
昨
夜
肩
ハ
リ
テ
大
二
苦
シ
ム
ニ
十
五
日
迄
三
日
ノ
間
不
参
届
ヲ
出
ス

　
ニ
十
五
日
　
月
曜
日
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六土金木水月
七
月

二
十
七
日

二
十
八
日

二
十
九
日

三
十
日

一
日

三
日

四
日

六
日

十
日
十
八
日

十
九
日

　
東
京
大
学
植
物
園
に
於
て
本
学
外
国
教
師
へ
午
餐
饗
応
致
す
に
付
而
午
後
一
時
迄
二
参
集
可
為
候
也

　
　
明
治
十
八
年
五
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学

大
学
出
勤

大
学
出
勤

大
学
出
勤

大
学
断

大
学
　
易
序
卦
伝
下

大
学
　
論
語
輪
講
　
是
日
卒
業

今
明
日
所
労
断
ヲ
出
ス

易
雑
卦
　
是
日
周
易
卒
業

大
学
孟
子
離
婁
下
読
　
今
日
ヨ
リ
休
業
ニ
ス
ル

大
学
漢
文
課
第
一
年
生
孟
子
試
験

同
上
　
論
語
試
験

二
十
二
日
＊
井
上
円
了
易
試
験

二
十
三
日
　
大
学
第
三
年
生
試
験
論
語

二
十
四
日
　
大
学
易
試
験

八
日
　
　
＊
大
学
二
参
ル
　
井
上
円
了
卒
業
証
書
二
調
印
ス
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火九
　月

九木火月月

十
日
　
　
　
大
学
二
参
ル

十
五
日
　
　
大
学
　
本
科
生
周
易
ト
定
ム

十
六
日
　
　
大
学
　
第
二
年
生
孟
子
輪
講
始
マ
ル

十
七
日
　
　
大
学
論
語
輪
講
始
マ
ル

十
八
日
　
　
大
学
孟
子

十
九
日
　
　
大
学
休
ム

ニ
十
一
日
　
大
学
礼
記
始
マ
ル

ニ
十
二
日
　
大
学
哲
学
始
マ
ル

ニ
十
四
日
　
大
学
孟
子

金
二
十
五
日
　
大
学
　
礼
記
　
孟
子

　
　
　
　
＊
此
夕
本
社
官
校
預
備
校
二
膀
ス
ル
棚
橋
一
郎
、

井
上
円
了
、
織
田
、
井
上
、
神
津
ヲ
饗
ス

　
　
『
敬
宇
日
乗
五
』

　
　
明
治
十
九
年
二
月

　
　
　
　
　
二
十
七
日
　
三
月
一
日
十
時
二
内
閣
二
礼
服
ニ
テ
出
閣
ス
ベ
キ
旨
内
閣
書
記
官
ヨ
リ
被
達

　
　
三
月
　
一
日
　
　
　
任
元
老
院
議
官

　
　
　
　
　
二
日
　
　
　
元
老
院
二
出
ル

　
以
上
、
「
井
上
円
了
」
の
名
前
が
『
敬
宇
日
乗
』
に
現
れ
る
と
こ
ろ
を
含
め
て
、
敬
宇
が
東
京
大
学
で
ど
の
よ
う
な
書
籍
を
用
い

て
教
授
し
て
い
た
か
見
て
み
た
。
さ
ら
に
明
治
十
九
年
に
敬
宇
が
東
京
大
学
教
授
を
辞
任
す
る
日
付
を
見
る
た
め
に
必
要
個
所
を
附
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記
し
た
。

　
敬
宇
は
『
敬
宇
日
乗
』
の
中
で
「
井
上
円
了
」
と
い
う
略
字
を
用
い
て
い
る
。
井
上
圓
了
の
名
前
が
記
述
さ
れ
る
最
初
の
箇
所

は
、
明
治
十
七
年
九
月
十
六
日
で
、
こ
こ
で
は
井
上
圓
了
が
親
の
病
気
の
た
め
に
帰
校
が
遅
れ
て
休
ん
だ
と
い
う
報
告
で
あ
る
。

『
井
上
圓
了
先
生
断
片
』
東
洋
哲
学
第
十
三
編
第
三
号
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
に
よ
る
と
、
「
中
村
敬
宇
先
生
な
ど
は
イ
ツ
モ
教
場

で
は
私
を
相
手
に
西
洋
の
珍
し
い
お
話
や
面
白
い
お
話
を
さ
れ
た
も
の
で
す
」
と
あ
っ
て
、
圓
了
の
方
も
敬
宇
の
講
義
の
外
に
敬
宇

の
珍
し
い
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
講
義
と
し
て
は
敬
宇
は
、
明
治
十
七
年
十
月
十
四
日
に
井
上
圓
了
に
易
の
乾
卦
を
教
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
十
一
月
十
一
日

に
は
圓
了
に
易
の
訟
と
比
と
の
項
を
教
え
て
お
り
、
同
じ
く
十
一
月
十
八
日
に
も
最
後
の
学
年
の
第
四
年
生
井
上
氏
の
課
業
で
あ
る

と
書
い
て
い
る
。
ま
た
十
二
月
二
日
に
敬
宇
は
大
学
で
井
上
圓
了
に
易
の
小
畜
と
そ
の
象
象
を
教
え
て
い
る
。
十
二
月
九
日
に
は
同

じ
く
圓
了
に
易
の
履
と
泰
と
を
教
え
て
お
り
、
十
二
月
十
六
日
に
は
敬
宇
は
こ
れ
ら
の
課
業
に
つ
い
て
試
験
を
圓
了
に
施
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
敬
宇
は
圓
了
に
易
経
を
中
心
に
教
え
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
翌
年
の
明
治
十
八
年
二
月
二
十
日
に
は
井
上
圓
了
ら
が
創
設
し
た
哲
学
会
に
お
い
て
「
我
ハ
造
物
主
ア
ル
事
ヲ
信
ズ
」
を
講
演
し

て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
私
塾
同
人
社
の
雑
誌
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
第
十
号
明
治
十
年
に
掲
載
さ
れ
た
敬
宇
の

「
上
帝
ノ
必
ズ
有
ル
事
ヲ
論
ズ
」
と
題
す
る
小
論
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　
明
治
十
八
年
三
月
一
日
に
書
か
れ
た
二
つ
の
文
章
は
大
変
面
白
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
「
申
報
」
と
表
記
さ
れ
て
、
特
に
和

漢
文
学
第
四
年
生
の
棚
橋
一
郎
に
つ
い
て
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
棚
橋
は
井
上
圓
了
の
哲
学
館
講
師
を
勤
め
た
経
験
も
あ
り
、
圓
了

と
は
大
学
時
代
か
ら
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
敬
宇
は
詩
経
、
老
子
、
列
子
を
教
え
た
が
、
そ
の
進
歩
は
著
し
く
大
変

満
足
の
い
く
学
生
で
あ
る
と
言
い
、
進
化
論
を
卒
業
論
文
に
書
い
た
こ
と
を
褒
め
、
和
洋
双
方
の
知
識
を
兼
ね
備
え
た
将
来
有
望
な
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学
者
に
な
ろ
う
と
書
い
て
い
る
。

　
他
方
の
「
漢
書
課
二
属
ス
ル
分
」
で
は
易
経
論
語
を
教
え
た
学
生
た
ち
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
皆
勤
勉
で
あ
っ
て
鋭
い
質
問
を
す

る
の
で
、
自
分
も
教
え
る
た
め
の
準
備
を
十
分
に
し
て
お
か
な
い
と
、
そ
う
し
た
質
問
に
は
対
応
し
て
い
け
な
い
と
告
白
す
る
文
章

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
第
六
期
生
」
が
ど
の
よ
う
な
学
期
制
に
よ
っ
て
数
え
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
推
測
す
る
に
敬
宇
が
東

京
大
学
で
漢
学
を
教
え
始
め
て
か
ら
、
第
六
期
目
を
さ
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
易
経
論
語
を
教
科
目
と
し
た
と
あ
る
か
ら
、
こ

の
中
に
井
上
圓
了
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
圓
了
の
鋭
い
質
問
に
屡
々
立
ち
往
生
し
た
敬
宇
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
三
月
二
日
に
井
上
圓
了
が
卒
業
論
文
に
力
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
敬
宇
の
易
の
課
業
を
欠
席
す
る
旨
敬
宇
に
報
告
し
た
こ

と
を
記
録
し
て
い
る
が
、
敬
宇
は
心
配
し
て
教
務
課
ま
で
こ
の
こ
と
を
届
け
て
い
る
。
敬
宇
の
圓
了
へ
の
深
い
配
慮
が
伺
え
る
。

　
ま
た
三
月
三
十
一
日
に
井
上
圓
了
に
課
業
の
点
数
を
与
え
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
六
月
二
十
二
日
に
圓
了
に
易
の
試
験

を
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
と
に
か
く
『
敬
宇
日
乗
』
の
中
で
東
京
大
学
の
学
生
の
う
ち
、
大
学
で
教
え
た
日
付
の
と
こ
ろ
に
名
前

を
几
帳
面
に
記
録
し
た
学
生
は
、
井
上
圓
了
し
か
い
な
い
。

　
圓
了
が
敬
宇
の
試
験
を
受
け
た
最
後
は
、
明
治
十
八
年
六
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
圓
了
が
受
け
た
敬
宇
の
課
業
は

終
了
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
八
日
に
は
、
井
上
圓
了
の
卒
業
証
書
に
敬
宇
が
「
調
印
」
し
た
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
圓
了
は

『
読
筍
子
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
卒
業
論
文
を
提
出
し
て
、
め
で
た
く
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
明
治
十
八
年
九
月
二
十
五
日
に
井
上
圓
了
は
、
敬
宇
に
招
待
さ
れ
て
棚
橋
一
郎
、
織
田
、
井
上
、
神
津
ら
と
共
に
敬
宇
の
同
人
社

に
招
か
れ
て
饗
応
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
敬
宇
は
「
本
社
官
校
預
備
校
」
と
書
い
て
い
る
が
、
同
人
社
は
明
治
二
十
二
年
九
月
二
十

八
日
に
敬
宇
の
手
を
離
れ
て
杉
浦
重
剛
、
宮
崎
道
生
ら
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
純
粋
な
予
備
校
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
明
治
十
八
年
に

も
「
預
備
校
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
予
備
校
も
併
設
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
井
上
圓
了
が
敬
宇
に
招
待
さ
れ
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た
こ
と
が
『
圓
了
随
筆
』
（
十
五
）
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
昔
年
中
村
敬
宇
翁
在
世
の
時
、
余
之
を
小
石
川
の
屋
敷
に
訪
ふ
」
と

あ
る
記
事
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
敬
宇
が
圓
了
と
と
も
に
招
待
し
た
織
田
、
井
上
、
神
津
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
敬
宇
が
井
上
圓
了
の
名
前
を
一
度
日

記
に
書
い
て
、
ま
た
も
う
一
度
井
上
の
名
を
書
い
た
の
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
井
上
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
東
京
大
学
で
哲
学
を
教

え
て
い
た
井
上
哲
次
郎
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
留
学
中
で
あ
る
か
ら
東
京
に
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
井
上
哲
次
郎
で
は
な
い
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
井
上
と
織
田
は
筆
者
に
は
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
神
津
は
敬
宇
の
同
人
社
を
手
伝
っ
て
い
た
神
津
専
三

郎
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
『
敬
宇
日
乗
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
当
時
の
東
大
教
授
の
仕
事
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
く
、
時
に
は
毎
日

出
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
、
同
人
社
の
経
営
も
彼
の
著
述
の
印
税
に
頼
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
彼
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
重
な
っ
て
も
と
も
と
体
の
弱
か
っ
た
敬
宇
は
一
層
病
気
が
ち

に
な
っ
た
。
上
記
の
日
記
だ
け
か
ら
し
て
も
彼
が
大
学
を
欠
席
し
た
日
々
は
か
な
り
多
い
。
明
治
十
七
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

日
記
で
も
、
十
二
日
間
休
ん
で
い
る
。
ま
た
明
治
十
八
年
三
月
二
十
二
日
に
喀
血
し
て
そ
の
後
一
ヶ
月
と
一
週
間
余
り
休
ん
で
い

る
。　
そ
う
し
た
健
康
状
態
の
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
敬
宇
に
と
っ
て
、
特
別
飛
び
抜
け
た
秀
才
の
井
上
圓
了
と
棚
橋
一
郎
と
が
一
緒
の
ク
ラ

ス
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
敬
宇
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
ま
た
楽
し
み
で
あ
っ

た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
の
『
敬
宇
日
乗
』
に
特
別
彼
ら
の
名
前
を
記
述
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
敬
宇
は
こ
の
後
明
治
十
九
年
三
月
一
日
に
元
老
員
議
官
に
勅
撰
さ
れ
る
ま
で
東
京
大
学
で
教
え
る
が
、
井
上
圓
了
や
棚
橋
一
郎
の

よ
う
に
日
記
の
中
に
学
生
の
名
前
を
表
記
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
単
に
書
籍
の
題
名
と
大
学
へ
出
勤
の
み
を
記
述
す
る
だ
け
で
あ
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っ
た
。
敬
宇
自
身
の
病
弱
の
せ
い
も
あ
ろ
う
し
、
元
老
院
議
官
の
話
も
ち
ら
ほ
ら
出
て
き
て
関
心
が
そ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
他
方
で
俊
秀
の
井
上
と
棚
橋
の
卒
業
後
で
は
、
敬
宇
の
講
座
に
出
席
し
た
後
輩
の
学
生
た
ち
が
相
対
的
に
学
力
の
弱
い

人
物
に
見
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

匡（
1
）
　
陽
朱
陰
明
と
は
表
面
で
は
朱
子
学
を
主
張
す
る
が
、
陰
で
は
陽
明
学
を
重
ん
じ
て
い
る
姿
勢
を
称
し
て
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

（
2
）
　
中
村
敬
宇
自
筆
本
『
敬
宇
文
稿
甲
寅
文
稿
』
国
立
国
会
図
書
館
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

（
3
）
　
中
村
敬
宇
の
評
伝
と
し
て
は
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
十
一
年
に
詳
し
い
。
ま
た
中
村
敬
宇
の
思
想
に
関
し
て

　
　
は
、
小
泉
仰
『
中
村
敬
宇
と
キ
リ
ス
ト
教
』
北
樹
出
版
一
九
九
一
年
、
小
泉
仰
「
中
村
敬
宇
」
小
泉
仰
外
編
『
日
本
の
思
想
を
考
え
る
』

　
　
比
較
思
想
講
座
第
二
巻
北
樹
出
版
↓
九
九
三
年
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
こ
の
箇
所
は
カ
タ
カ
ナ
と
ひ
ら
が
な
を
交
え
て
書
い
て
い
る
。

（
5
）
　
ア
ス
タ
リ
ス
ク
（
＊
）
は
「
井
上
円
了
」
の
名
前
が
出
て
く
る
箇
所
を
指
す
。

　
　
こ
の
箇
所
で
井
上
圓
了
が
欠
席
し
た
の
で
、
講
義
を
休
む
と
書
い
て
あ
る
こ
と
は
、
『
井
上
圓
了
先
生
断
片
』
東
洋
哲
学
第
十
三
編
第
三

　
　
号
、
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
に
あ
る
「
私
の
大
学
に
ゐ
ま
し
た
頃
は
哲
学
科
の
学
生
は
た
ツ
た
一
人
で
教
師
が
十
何
人
と
あ
り
ま
し

　
　
た
。
そ
れ
で
し
た
か
ら
私
が
一
人
欠
席
す
る
と
十
幾
人
の
教
師
が
皆
や
す
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
次
第
…
…
又
教
場
で
講
義
の
と
き

　
　
は
イ
ツ
モ
ニ
人
き
り
の
こ
と
で
す
か
ら
講
義
か
と
思
へ
ば
談
話
、
談
話
か
と
思
へ
ば
又
講
義
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
で
…
…
」
と
い
う
の

　
　
と
一
致
し
て
い
る
。
多
分
敬
宇
の
易
経
の
講
義
も
圓
了
　
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
6
）
　
こ
の
文
章
の
中
の
｛
　
｝
は
敬
宇
が
間
違
え
て
「
月
」
と
し
た
が
、
「
年
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
の
印
で
あ
る
。
ま
た
〈
　
〉

　
　
の
文
章
は
、
敬
宇
が
一
度
筆
で
書
い
た
が
、
こ
れ
を
彼
自
身
が
筆
で
消
し
て
い
る
箇
所
で
読
め
る
範
囲
で
筆
者
が
判
読
し
た
こ
と
を
示
す

　
　
印
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
箇
所
の
文
章
で
は
、
敬
宇
が
教
え
た
生
徒
を
複
数
扱
い
し
て
い
る
の
で
、
（
6
）
の
指
摘
と
や
や
矛
盾
す
る
が
、
恐
ら
く
圓
了
が
受

　
　
講
し
た
敬
宇
の
講
義
は
圓
了
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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（
7
）

利
に
よ
り
て
放
（
お
こ
な
）
え
ば
怨
み
多
し
。
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